
1
財産活
用推進
課

薩摩川内市民まちづ
くり公社運営補助金

補助内容
の改善：
見直しの
上で継続

・新規の公園の建設は自粛されたい。
・専門職を抱えている施設については、補助金
で対応し、その他の施設は指定管理や外部委
託という形をとる方法等を検討されたい。
・本補助金の評価は本委員会で対応できる議
案ではなく、総合戦略的な会議で議論すべきだ
と考える。

現状のま
ま継続

・公園の管理については、「薩摩川内市公園長
寿命化計画」に基づき、適切に管理したい。
・指定管理施設の人件費積算について、施設ご
とに所管課等と調整し、委託料の見直しを検討
したい。
・関係課と協議し、検討したい。

241,745 257,743 15,998 0 15,998

2
甑はひと
つ推進
室

甑島輸送支援協議
会補助金

現状のま
ま継続

・事業体にネームバリューがつくような努力等の
自立性を促されたい。
・薩摩川内市内の港に輸送していただき、本補
助事業での甑島の産品を市内にも流通された
い。
・本補助事業の目的を雇用の促進とすること
は、再考されたい。
・各事業者の経営状況を把握していただき、補
助事業に反映されたい。

現状のま
ま継続

・「甑島輸送支援」は、国において平成２５年に
創設された離島活性化交付金事業に基づき実
施しているものであり、事業の目的は戦略産品
の育成による雇用拡大等による人口減少の防
止などによる地域振興である。
・当初、戦略産品は３年間限定であったが、国
の制度改正により１０年間に延長されたため、
事業者には対象品目のブランド商品化などの
事業展開を期待したい。

予算増の要因
・原材料等の本土からの移入経費追加のため。

24,350 36,000 11,650 0 11,650

3
自治会再編推進協
議会補助金

拡大：見
直しの上
で継続

・地区コミュニティ協議会再編を視野に入れた
制度への拡大について検討されたい。

拡大：見
直しの上
で継続

・今後、地区コミュニティ協議会再編も視野に入
れた制度について、検討したい。

予算減の要因
・実績に応じたもの。

150 60 ▲ 90 0 ▲ 90

4
自治公民館等設置
事業補助金

現状のま
ま継続

・多様な自治会の財政状況など、現状を把握
し、地域住民のニーズに応えられるよう検討さ
れたい。

現状のま
ま継続

・今後、自治会の財政状況やニーズに対応でき
るよう、制度の検討を進めたい。

予算増の要因
・地域住民の要望及び実績に応じたもの。

13,000 13,631 631 0 631
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補助金等の見直し方針（市長査定終了後）

予算額
（単位：千円）

今後の
改革の
方向性

補助金名 見直し
方針

見直し方針の理由
／意見に対する回答等 平成27年度
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その他の要
因によるもの
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補助
金番
号

課所

5
ゴールド集落重点支
援地区補助金

補助内容
の改善：
見直しの
上で継続

・補助金に頼り過ぎている自治会に対して、事
業実績書や報告書を精査し、補助金が適正に
使われるよう指導する必要がある。
・ゴールド集落関連の補助金について、関連す
る補助金を把握した上で、ゴールド集落自主活
動支援補助金との統合を視野に、補助内容の
改善を検討されたい。

現状のま
ま継続

・現条例が平成２９年３月３１日で失効するた
め、平成２８年度に制度の見直しを検討したい。

2,250 2,254 4 0 4

6
ゴールド集落自主活
動支援補助金

補助内容
の改善：
見直しの
上で継続

・ゴールド集落関連の補助金について、関連す
る補助金を把握した上で、ゴールド集落重点支
援地区補助金との統合を視野に、補助内容の
改善を検討されたい。

現状のま
ま継続

・現条例が平成２９年３月３１日で失効するた
め、平成２８年度に制度の見直しを検討したい。

予算増の要因
・補助対象団体の増によるもの。

11,680 13,820 2,140 0 2,140

7
ゴールド集落支援地
区コミュニティ協議会
活動補助金

拡大：見
直しの上
で継続

・補助金額の見直しを含め、将来を見据えた自
治会と地区コミュニティ協議会に対する一律的
な制度の構築を検討されたい。
・自治体と自治会の間に地区コミュニティ協議
会が入り、自治会へ自立性を促す取組等を指
導されたい。

現状のま
ま継続

・現条例が平成２９年３月３１日で失効するた
め、平成２８年度に制度の見直しを検討したい。

予算増の要因
・補助対象団体の増によるもの。

6,000 6,600 600 0 600

8
ゴールド集落支援市
民活動補助金

現状のま
ま継続

・主管課による団体構成等のきめ細かな精査、
事業等の組み合わせについて配慮されたい。
・同じ地域の中で、同じような事業が複数計画さ
れ、重複しないように各団体と協議されたい。

現状のま
ま継続

・現条例が平成２９年３月３１日で失効するた
め、平成２８年度に制度の見直しを検討したい。

予算減の要因
・実績に応じたもの。

5,520 3,840 ▲ 1,680 0 ▲ 1,680

9
ごみ減量再資源化
補助金

現状のま
ま継続

・リサイクル推進員の活動状況を、把握できるよ
うな取組を検討されたい。

現状のま
ま継続

・要望に応じ、地域ごとに研修会等を開催する。 15,440 15,290 ▲ 150 0 ▲ 150

10
生ごみ処理機器購
入補助金

補助内容
の改善：
見直しの
上で継続

・生ごみ処理機器の利用世帯を増やす取組を
検討されたい。
・生ごみ減量化と堆肥化などによる再資源化の
観点から、普及促進に取り組まれたい。
・段階的な補助金の見直し等を検討されたい。

現状のま
ま継続

・制度の周知をより一層図りたい。 625 600 ▲ 25 0 ▲ 25

環境課

コミュニ
ティ課
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補助金等の見直し方針（市長査定終了後）

予算額
（単位：千円）

今後の
改革の
方向性
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平成28年度
当初予算内
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の
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意見
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補助
金番
号

課所

11
市民健
康課

風しん等ワクチン接
種等補助金

縮小：見
直しの上
で継続

・甑島地域においては、支所でも母子手帳の交
付が受けられるように検討されたい。

拡大：見
直しの上
で継続

・母子手帳は支所交付可能。(救急の場合は事
前連絡)
・乳幼児期の必要な任意接種枠の拡大による
育児の安定化を図りたい。

予算増の要因
・定期接種以外の風しんの他にロタウイルス、
おたふく風邪補助追加。(H28.4.1～)
・インフルエンザワクチン単価上昇。
・日本脳炎勧奨拡充。
など制度拡充によるもの。

1,300 18,210 16,910 16,910 0

12
社会福祉協議会運
営補助金

縮小：見
直しの上
で継続

・委託事業として移せるものは委託事業に移
し、支払うなど、事業等の切り分けをされたい
・独立採算制的なものを導入されたい。
・基金の状況について明記されたい。
・当初予算等の事業計画書を示されたい。
・繰越金、事業内容、効果の測定を精査された
い。
・本活動主体は、国、地方自治体の財政状況を
把握、認識し、補助金なしで組織としてできる範
囲で事業を行えるよう、指導されたい。

縮小：見
直しの上
で継続

・ご指摘の内容について、社会福祉協議会と協
議・検討を進めたい。
・外部評価結果に沿って、相手方の理解を得な
がら見直しを進めたい。

予算増の要因
・権利擁護センター運営事業及び地域づくり事
業並びに地域包括支援センター事業からの共
通経費として、移行したことによる増　７，６２４
千円
・入来高齢者福祉センターの指定管理事業の
一部に含まれていた福祉バス事業を同センター
の指定管理終了に伴い、本所で一括管理する
ことによる経費増　３，８７１千円

100,285 111,780 11,495 7,624 3,871

13
更生保護女性会運
営補助金

補助内容
の改善：
見直しの
上で継続

・会務報告について、会議の出席等の報告では
なく、更生保護に関する直接的な活動を報告さ
れたい。
・更生保護対象者だけでなく、それを取り巻く地
域との連携を広げ、啓蒙活動に繋がるように活
動されたい。
・繰越金の対策を講じられたい。
・補助対象経費を含む補助金を精査されたい。

補助内容
の改善：
見直しの
上で継続

・ご指摘の内容について、関係団体と協議・検
討を進めたい。
・外部評価結果に沿って、相手方の理解を得な
がら見直しを進めたい。

100 100 0 0 0障害・社
会福祉
課
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補助金等の見直し方針（市長査定終了後）

予算額
（単位：千円）

今後の
改革の
方向性

補助金名 見直し
方針

見直し方針の理由
／意見に対する回答等 平成27年度

当初予算額

平成28年度
当初予算内

示額
差異

差異の内訳
（単位：千円）

補助金等見
直しによるも

の

その他の要
因によるもの

意見

外部評価結果

補助
金番
号

課所

14
総合福祉会館維持
管理補助金

縮小：見
直しの上
で継続

・太陽光発電など、タイムリーな情報収集によ
り、自主財源の確保に努められたい。
・社会福祉協議会に運営補助金を交付している
ので、本補助金との１本化を検討されたい。
・施設及び維持管理費用のあり方を検討された
い。

縮小：見
直しの上
で継続

・ご指摘の内容について、社会福祉協議会と協
議・検討を進めたい。
・外部評価結果に沿って、相手方の理解を得な
がら見直しを進めたい。

予算減の要因
・嘱託員から臨時職員への職種変更による人
件費と維持管理経費削減のため。

12,191 11,373 ▲ 818 ▲ 818 0

15
薩摩保護区保護司
会運営補助金

縮小：見
直しの上
で継続

・助成金の出し方について検討されたい。
・補助金による基金の積み立てについて、指導
されたい。
・交付要領の効果の測定について、回数と参加
者数を把握し、精査されたい。

縮小：見
直しの上
で継続

・ご指摘の内容について、団体と協議・検討を
進めたい。
・外部評価結果に沿って、相手方の理解を得な
がら見直しを進めたい。

746 746 0 0 0

16
子育て
支援課

認可外保育施設運
営補助金

現状のま
ま継続

・職員研修については、職員の資質を高めると
いう観点から、市から提案する方法など検討さ
れたい。

現状のま
ま継続

・職員研修について、市独自の予算は計上して
いないが、国県等が実施する研修等について、
引き続き情報提供を進めたい。

予算減の要因
・補助対象施設の減によるもの。

2,379 2,158 ▲ 221 0 ▲221

17
高齢者クラブ連合会
補助金

補助内容
の改善：
見直しの
上で継続

・市から補助金を受けている社協からの補助に
ついては、見直しを検討されたい。
・社協への委託事業やボランティア部分を含め
て、民間企業に委託できる部分がないか検討さ
れたい。
・本補助金の使途と異なる介護サービス事業へ
の展開などについては整理されたい。
・決算については、補助金充当分と対象外の経
費は区分けして、適正に使用されるよう指導さ
れたい。

補助内容
の改善：
見直しの
上で継続

・活動事業補助金は、県の共同募金会が市共
同募金委員会(事務：社協内）を通して支払う助
成金であることから、適正な費目に変更する。
他の社協補助金は廃止。
・社協への支部管理業務委託は、社協と事務
所を兼用することから、職員を兼務で雇用し、削
減・効率化を図っているが、検討を行う。
・高齢者の健康増進と高齢者福祉の向上を目
指すことは、介護予防につながると考える。
・指導を行う。

12,800 12,800 0 0 0

高齢・介
護福祉
課
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補助金等の見直し方針（市長査定終了後）

予算額
（単位：千円）

今後の
改革の
方向性

補助金名 見直し
方針

見直し方針の理由
／意見に対する回答等 平成27年度

当初予算額

平成28年度
当初予算内

示額
差異

差異の内訳
（単位：千円）

補助金等見
直しによるも

の

その他の要
因によるもの

意見

外部評価結果

補助
金番
号

課所

18
単位高齢者クラブ育
成補助金

補助内容
の改善：
見直しの
上で継続

・活動実績や活動参加者数に応じた補助金の
あり方を検討されたい。
・クラブの自立・活性化を促すような会員数や合
併等の見直しを検討されたい。

現状のま
ま継続

・種々な活動や事業は会員全体で取り組み、実
施しており、会員数に応じた現補助金は適当と
考えるが、検討を行う。
・クラブの育成・活性化を目的とし、クラブの設
立、会員増強を図るため、県補助対象３０名に
対し、１０名以上としているが、検討を行う。

予算増の要因
・クラブ数の見込増によるもの。

7,461 7,686 225 0 225

19
産業祭開催事業補
助金

補助内容
の改善：
見直しの
上で継続

・負担割合について、各団体と協議されたい。
・本イベントについての市民の意見がわかるア
ンケートを実施されたい。

補助内容
の改善：
見直しの
上で継続

・負担金割合については、次年度開催の第１回
実行委員会にて協議する。
・平成２７年度来場者１００人を対象に聞き取り
調査を実施。今後も開催を期待する声がほとん
どであった。

3,400 3,400 0 0 0

20
就業(第１次産業)定
着支援事業補助金

休止 ・特になし。 休止 ・平成２８年度より休止。 2,000 0 ▲ 2,000 0 ▲ 2,000

21
産地農業後継者支
援事業補助金

拡大：見
直しの上
で継続

・今後の改革の方向性の理由として、各補助金
に見合った理由を記載されたい。
・補助対象者と本補助金と産地農業活性化支
援事業補助金について今後の方向性を協議さ
れたい。
・産地農業活性化支援事業補助金との統合を
検討されたい。
・本補助制度を知らなかったということがないよ
うに、周知されたい。

拡大：見
直しの上
で継続

・事業対象者が大規模と中小規模農家で採択
要件等が異なるため、事業を区別している。
・営農相談や巡回指導等において事業の周知
を図りたい。

予算減の要因
・申請件数及び事業内容に伴うもの。

25,552 15,468 ▲ 10,084 0 ▲ 10,084

22
産地農業活性化支
援事業補助金

拡大：見
直しの上
で継続

・補助対象者と本補助金と産地農業後継者支
援事業補助金について今後の方向性を協議さ
れたい。
・産地農業後継者支援事業補助金との統合を
検討されたい。
・本補助制度を知らなかったということがないよ
うに、周知されたい。

拡大：見
直しの上
で継続

・事業対象者が大規模と中小規模農家で採択
要件等が異なるため、事業を区別している。
・営農相談や巡回指導等において事業の周知
を図りたい。

予算増の要因
・申請件数及び事業内容に伴うもの。

8,299 12,576 4,277 0 4,277

課

農政課
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補助金等の見直し方針（市長査定終了後）

予算額
（単位：千円）

今後の
改革の
方向性

補助金名 見直し
方針

見直し方針の理由
／意見に対する回答等 平成27年度

当初予算額

平成28年度
当初予算内

示額
差異

差異の内訳
（単位：千円）

補助金等見
直しによるも

の

その他の要
因によるもの

意見

外部評価結果

補助
金番
号

課所

23
活動火山周辺地域
防災営農対策事業
補助金

拡大：見
直しの上
で継続

・対象地域について、薩摩川内市として統一の
取扱いにしていただくよう市から国、県に要望す
る取組をされたい。

拡大：見
直しの上
で継続

・事業実施主体の要望に対し、継続実施した
い。
・対象地域の継続については、継続して要望し
たい。

予算増の要因
・申請件数及び事業内容に伴うもの。

20,609 35,035 14,426 0 14,426

24
農業・農村活性化推
進施設等整備事業
補助金

現状のま
ま継続

・特になし。
現状のま
ま継続

・事業実施主体の要望に対し、継続実施した
い。

予算減の要因
・申請件数及び事業内容に伴うもの。

19,748 15,000 ▲ 4,748 0 ▲ 4,748

25
新規就農支援金補
助金

拡大：見
直しの上
で継続

・二重行政解消の面から本補助事業が青年就
農給付金事業に集約できないかを検討された
い。
・新規就農者について積極的な支援をすべきで
ある。
・地産地消的なものを充実させる仕組みを検討
されたい。

拡大：見
直しの上
で継続

・青年就農給付金事業は国庫事業のため集約
は厳しい。
・新規就農支援金補助金は農業公社生を対象
に行っており、青年就農給付金は公社生以外
の研修生又は就農後の青年農業者を対象とし
ている。

予算減の要因
・研修期間終了に伴う支給対象月数の減による
もの。

3,750 2,625 ▲ 1,125 0 ▲ 1,125

26
家畜防疫対策事業
補助金

補助内容
の改善：
見直しの
上で継続

・施設整備の機器と備蓄用の薬剤等について
は、共有部分の協議会管理と農家管理の区分
が明確になるよう、効率的で適切な管理のあり
方を検討されたい。

補助内容
の改善：
見直しの
上で継続

・効率的かつ適切な管理を行うため、機器につ
いては受益者管理、薬剤については協議会で
の管理とし、事業の推進を図りたい。

1,133 1,133 0 0 0

27
優秀種雄牛造成推
進事業補助金

現状のま
ま継続

・実績報告書の収支清算書については、項目名
や内訳などわかり易い表現に改善するよう指導
されたい。

現状のま
ま継続

・引き続き現状のまま事業継続する。
・収支決算書の項目については、適切な表現に
改善を行う。

950 950 0 0 0

畜産課
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補助金等の見直し方針（市長査定終了後）

予算額
（単位：千円）

今後の
改革の
方向性

補助金名 見直し
方針

見直し方針の理由
／意見に対する回答等 平成27年度

当初予算額

平成28年度
当初予算内

示額
差異

差異の内訳
（単位：千円）

補助金等見
直しによるも

の

その他の要
因によるもの

意見

外部評価結果

補助
金番
号

課所

28
森のめぐみの産地づ
くり事業補助金

補助内容
の改善：
見直しの
上で継続

・竹林改良促進の補助金額について、市の財政
状況と照らし合わせながら、ある程度上限を設
けるべきである。
・竹バイオマス構想が立ち上がったことにより、
竹を利活用する機会が増えてくると考えられる
ため、後継者育成に尽力されたい。

補助内容
の改善：
見直しの
上で継続

・竹林の生産基盤整備に努め、竹資源の有効
活用の安定化を目指し、早掘りたけのこ生産に
よる所得向上や後継者育成を図りたい。

予算増の要因
・竹バイオマス構想への対応に係るもの。

2,540 2,885 345 345 0

29
かごしまの特用林産
物総合対策事業補
助金

現状のま
ま継続

・本補助金を使うことにより、早掘りたけのこの
生産量、生産額に効果が出るよう期待したい。

現状のま
ま継続

・本補助金を有効活用し、効率よく早掘りたけの
この生産量、生産額に効果が出るように取り組
みたい。

予算増の要因
・早堀りたけのこの生産量、生産額に効果が出
るように取り組むもの。

811 2,520 1,709 1,709 0

30
甑島水産加工活性
化事業補助金

廃止
・今後、行政の支援を継続していく中で、新たな
販路先を見つけ、出荷量を増やし、売り上げ増
につながる体制を検討されたい。

廃止 ・特になし。 1,900 0 ▲ 1,900 0 ▲ 1,900

31
地域成長戦略対策
利子補助金

補助内容
の改善：
見直しの
上で継続

・地域成長戦略の対象業種について、基準を設
け精査されたい。
・補助金の目的について、総合計画の理念・目
的に合わせ明確にされたい。
・補助金の限度額について、少額な申請は手続
きの効率性から、下限を設けるなど検討された
い。

補助内容
の改善：
見直しの
上で継続

・融資内容が地域成長戦略で対象としている業
種への取組なのかを判断し、補助制度の精査
を実施する。

予算増の要因
・平成２５年度からの制度で、継続して３年間が
補助対象期間となっており、過去の１年目から３
年目までの申請分に、新規の申請分が上乗せ
されて増額となるもの。

6,800 7,200 400 0 400

32
提案公募型プレミア
ム事業補助金

補助内容
の改善：
見直しの
上で継続

・補助の対象について、抜本的な経営改善に繋
がるものへ変更されたい。

廃止

・経済対策として実施していた事業であり、景気
回復のきざしもみられ、事業廃止とする。なお、
各商工団体が自主的に商店街活性化事業等を
実施する際への補助制度への切り替えを行う。

0 0 0 0 0

林務水
産課
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補助金等の見直し方針（市長査定終了後）

予算額
（単位：千円）

今後の
改革の
方向性

補助金名 見直し
方針

見直し方針の理由
／意見に対する回答等 平成27年度

当初予算額

平成28年度
当初予算内

示額
差異

差異の内訳
（単位：千円）

補助金等見
直しによるも

の

その他の要
因によるもの

意見

外部評価結果

補助
金番
号

課所

33
商工業者店舗改装
費補助金

補助内容
の改善：
見直しの
上で継続

・同一事業者に偏らないよう申請条件等を見直
し、多くの事業者に受給の機会が得られるよう
検討されたい。

現状のま
ま継続

・事業者への制度周知を図るために、広報紙や
ＦＭ、会議所・商工会の会報等を活用し、積極
的に情報発信を行う。

予算減の要因
・実績に応じたもの。

3,000 2,000 ▲ 1,000 0 ▲ 1,000

34
創業・チャレンジ支援
補助金

補助内容
の改善：
見直しの
上で継続

・同一事業者に偏らないよう申請条件等を見直
し、多くの事業者に受給の機会が得られるよう
検討されたい。
・地域成長戦略対策利子補助金との類似性が
見受けられることから、補助の内容、対象を見
直されたい。

現状のま
ま継続

・事業者への制度周知を図るために、広報紙や
ＦＭ、会議所・商工会の会報等を活用し、積極
的に情報発信を行う。
・融資内容が地域成長戦略で対象としている業
種への取組なのかを判断し、補助制度の精査
を実施する。

予算減の要因
・実績に応じたもの。

2,800 2,500 ▲ 300 0 ▲ 300

35
商業者支援事業補
助金

補助内容
の改善：
見直しの
上で継続

・同一事業者に偏らないよう申請条件等を見直
し、多くの事業者に受給の機会が得られるよう
検討されたい。
・対象業種が限定されているので、多くの業種
が対象となるよう見直されたい。

他の補助
金との統
合：見直し
の上で継
続

3,000

36
新産業創造事業補
助金

補助内容
の改善：
見直しの
上で継続

・新産業創造に繋げるため、広報活動の強化を
図られたい。

他の補助
金との統
合：見直し
の上で継
続

6,000

5,000 0

商工政
策課

・　「商業者支援事業補助金」と「新産業創造事
業補助金」の事業内容を精査し、更に創業しや
すい環境整備を図るため、同２事業を新たに
「創業支援事業補助金」として創設した。
・広報、周知の強化については、平成２８年度
開設する産業支援センターを中心に広報活動
に努め、メルマガ等も活用し広く情報提供してい
く。

予算増の要因
・補助対象事業種枠を拡大したことによるもの。

14,000 5,000
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補助金等の見直し方針（市長査定終了後）

予算額
（単位：千円）

今後の
改革の
方向性

補助金名 見直し
方針

見直し方針の理由
／意見に対する回答等 平成27年度

当初予算額

平成28年度
当初予算内

示額
差異

差異の内訳
（単位：千円）

補助金等見
直しによるも

の

その他の要
因によるもの

意見

外部評価結果

補助
金番
号

課所

37
観光・シ
ティセー
ルス課

薩摩川内市観光物
産協会運営支援事
業補助金

廃止

・地域の雇用創出や生産に繋がる取組、新しい
物販に関する会社とマッチングさせる仕組みを
検討されたい。
・国内外の多くの観光客を呼び込めるよう、魅
力ある観光地を創設されたい。

廃止

・商品開発や販路拡大をはじめ、市内物産施設
に経営指導を導入するとともに、市内商品を積
極的に販売するために、大都市での一坪ショッ
プの展開や駅市薩摩川内での販売を行うこと
で、地域雇用の拡大を図る。
・サムライツーリズムの商品化や、きゃんぱくに
よる旅行商品の掘り起こしを継続的に行う。

28,000 0 ▲ 28,000 ▲ 28,000 0

38
市民ス
ポーツ
課

日本 バレ ーボ ール
チーム強化合宿招
へい事業補助金

現状のま
ま継続

・平成３２年の国体において、ジュニアの活躍に
繋がるような取組をされたい。
・本補助事業は、子供たちのスポーツ振興や観
光に非常に役立つものと考えらるので、市とし
て、現状を把握し、今後の動きを注視しながら、
柔軟に対応されたい。
・市の利益に貢献するような民間事業者の協賛
の仕組みを検討されたい。

現状のま
ま継続

・市総合体育館がリオ五輪までの間、日本オリ
ンピック委員会のバレーボール競技強化セン
ターに認定されていることもあり、毎年、全日本
男子・女子チームが合宿を実施している。リオ
五輪後においても招へいできるよう、また、強化
センターとして認定されるよう日本バレーボール
協会に要請している。今後も合宿期間中にバ
レーボール教室等を開催し、ジュニアの活躍に
繋がるよう取り組みたい。
・日本を代表するチームであり、慎重な対応が
求められるが、今後、民間事業者の協賛の仕
組みを検討したい。

2,000 2,000 0 0 0

39
都市計
画課

景観整備事業補助
金

現状のま
ま継続

・本補助金の補助対象者である全ての地区コ
ミュニティ協議会に対し、要望等を確認した上
で、優先度をつけ、等しく補助金の交付をされた
い。

現状のま
ま継続

・外部評価での意見のとおり、補助対象者（景
観重要資産等指定済）である1３箇所の地区コ
ミュニティ協議会に対し、予算要求前に要望調
査を行い、要望のあった５箇所について全てが
優先度が高かったことから、５地区コミュニティ
協議会へ補助金を交付することで予算計上し
た。
・今後も毎年度予算要求前（１１月）に指定済の
地区コミュニティ協議会へ要望調査を行い、優
先度等を確認し、予算計上したい。

予算増の要因
・交付団体が３箇所から５箇所に増加したことに
よるもの。

300 500 200 0 200
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補助金等の見直し方針（市長査定終了後）

予算額
（単位：千円）

今後の
改革の
方向性

補助金名 見直し
方針

見直し方針の理由
／意見に対する回答等 平成27年度

当初予算額

平成28年度
当初予算内

示額
差異

差異の内訳
（単位：千円）

補助金等見
直しによるも

の

その他の要
因によるもの

意見

外部評価結果

補助
金番
号

課所

40
下水道
課

公共下水道等接続
補助金

補助内容
の改善：
見直しの
上で継続

・特になし。

補助内容
の改善：
見直しの
上で継続

・今後も、生活環境の保全と公衆衛生の向上を
図るとともに、下水道事業の経営安定に資する
ため、対象者、補助率又は補助額等補助内容
を見直し、継続することにより公共下水道への
接続を推進する。

2,000 2,000 0 0 0

41
小・中学校文化活動
出場補助金

現状のま
ま継続

・文化活動等における、門戸を広げられるよう
検討されたい。
・文化、スポーツ、学校教育の補助金のあり方
については、連携を図り釣合が採れるよう検討
されたい。

現状のま
ま継続

・今後も児童生徒の文化活動の振興と、健全な
育成を目指して継続する予定である。
・補助金額については、経費の内容を精査し、
交付要領に基づいて執行する。

予算減の要因
・実績に応じたもの。

495 360 ▲ 135 0 ▲ 135

42
中学校生徒会連絡
会運営補助金

現状のま
ま継続

・決算状況の繰越金が増加傾向にあるため、繰
越額が減少されるよう努力されたい。
・消耗品費で配布しているクリアファイルについ
ては、ほかに安価な教材等有意義な使い道を
検討されたい。
・活動の成果について、発表の場や報告書に記
載するなどして広く周知されるよう検討された
い。

現状のま
ま継続

・繰越金の増加は甑島キャンプが荒天で中止に
なったためであり、平成２８年度予算で調整して
いる。
・消耗品費の使途を検討する。
・活動内容は、各中学校で発表の機会を設けて
いる。

予算減の要因
・補助金額は、本来４０万円であり、甑島に行く
ときだけ６０万円である。

600 400 ▲ 200 0 ▲ 200

43
甑島地区児童生徒
島外活動補助金

現状のま
ま継続

・特になし。
現状のま
ま継続

・これまでの事業を継続して実施する予定であ
る。

予算減の要因
・実績に応じたもの。

4,458 3,787 ▲ 671 0 ▲ 671

44
甑アイランドウォッチ
ング事業補助金

現状のま
ま継続

・行き先が一部の地域に偏らないよう、藺牟田
瀬戸架橋の完成後は、甑島全域での体験が出
来るよう検討されたい。
・アンケート内容を充実させるなど、補助金の効
果に繋がる改善を検討されたい。

現状のま
ま継続

･藺牟田瀬戸架橋完成後は、活動時間等を考
慮し、行き先を検討したい。
・アンケート調査内容を工夫したい。

予算減の要因
・補助対象者が小学４年生であり、児童数によ
り増減するもの。

3,950 3,816 ▲ 134 0 ▲ 134

学校教
育課
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補助金等の見直し方針（市長査定終了後）

予算額
（単位：千円）

今後の
改革の
方向性

補助金名 見直し
方針

見直し方針の理由
／意見に対する回答等 平成27年度

当初予算額

平成28年度
当初予算内

示額
差異

差異の内訳
（単位：千円）

補助金等見
直しによるも

の

その他の要
因によるもの

意見

外部評価結果

補助
金番
号

課所

45 修学旅行補助金
現状のま
ま継続

・特になし。
現状のま
ま継続

・これまでの事業を継続して実施する予定であ
る。

予算額の増の要因
・学校により、隔年実施や２学年合同実施など
異なるため。

1,495 2,220 725 0 725

46
郷土史研究会運営
補助金

補助内容
の改善：
見直しの
上で継続

・運営に対する補助ではなく、研究会・講演会や
成果に対する補助といった補助金のあり方を検
討されたい。

現状のま
ま継続

・定期的に講演会、研究会を開催され、歴史資
料館の学芸員等と連携して本市の歴史資料等
の情報共有を図るなど公共性の高い活動を
行っており、この補助金はこれらの活動の一助
となっている。また、将来、薩摩川内市史の刊
行が想定されるが、市史の編纂にあたり、本市
への支援が期待される。

122 122 0 0 0

47
郷土芸能保存奨励
補助金

現状のま
ま継続

・収支清算においては、繰越金と基金の住み分
けを明確にするよう指導されたい。

現状のま
ま継続

・繰越金と基金の住み分けを明確にするよう指
導したい。

1,830 1,835 5 0 5

文化課
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